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A patient with catamenial pneumothorax was reported. There was no clinical evidence 

of pelvic endometriosis. Diagnostic pleuroscopy revealed neither thoracic endometriosis nor 

diaphragmatic hole. At operation, ,;mall bleb formation was noted at the apex of the right 

lung. Although the pathogenesis of catamenial pneumothorax remains enigmatic, it may be 

出 sociatedwith female hormonal influences. In the present ca≫e‘it was considered that some 

substances such as rostaglandin F 2 and Tromethamin presumably produced bronchial and 

vascular constriction、whichdamaged alveolar tissue 

JJ 経随伴性気胸は未だ不明な部分が多く司臨q~、 l/'J に

もなお興味深い疾患である＇ 1958年九I川 1r1・rら1》ICよ

って初めて報告されて以来，既lζ70余例の報告をみて

いるか，その原因はよだ解明されたとは言いがたく，

このため外科治療成績も満足すべきものではない．こ

れは施設による症例がそれぞれ少数であるために系統

的険索が十分になされていないことが一つの原因であ

ると考えられる．したがって本論では今後の病態の解

明ゃだ！療方針の！被立の一助とするために，我々の終験

した 1例で得た知見を詳述したい．

症 例

症例 31店、女性．

Iヤvword: C:atamenial Pneumothorax. 
索引語：月経随一！、l’f113＼胸．
i'n・、
（）討，，k;,,589 Japar l 

主訴：月経時の背部痛

現病魔・以前から月経時iζ背部痛を自覚していたと

いう．昭和48年11月7日の月経開始翌日，突然に右背

部に激痛を覚え，呼吸閑難に陥った．他｜；んに緊急入院

したが，との時右胸院内に胸＊貯留を伴う気胸が証明

された．胸！陀·~車ljによる脱気と約 700ml の血性胸水

の排液により症状が軽快した 以後当科でフォローア

ップを行っていたが，昭和59年2月14日の月経開始IC

続いて 2月20日再び右胸部痛が出現し来院した．この

時胸部X線像で右気胸を認めたが胸水はみられなかっ

た．前回と同様に脱気のみで気胸は消失した．次周期

のJJ経開始の翌日，再び右気胸の再発をみた．

既往 歴 既lポの主婦である＇ 2度の妊娠で2児を得
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Fi邑.1. Admission chest roentgenogram showing 
.t large right pneumothorax 

ているが妊娠歴（C異常はない.28歳で子宮筋腫を指摘

された．

入院時検査：胸部X線検査で右肺は著しく虚脱し，

気胸を認めたが胸水貯留はみられなかった（図 1) . 

同人科（（j険非てで pelvicendometriosisを疑わせる所見

は得られなかった．異所性子宮内膜症の検索の目的で

月経時のわl(;;i《itr山色による全身シンチグラム及む（＂］

I~ 伐を庁な「たが奥常を認めなかった 胸腔鏡による

横隔膜面及びJJ市表商の検索でも異常を認めていない．

人工気膜術や月経時のホノレモン定量検査は行っていな

い．一般検印，検尿，生化学検査もすべて正常であっ

Tこ．

前述のように気胸を反復し，患者の月経に対するィ、

安が強いため，開胸による病変の検宗と可能な外科治

療を目的として手術を行った．

手術所見：手術は右第6~j］床開胸で右胸腔に達した．

肺表面は炭よ沈着が散在するのみで平滑であったが僅

かに肺尖部K約 lOmm×lOmmのやや色調の）＇，！なる

部分があり，表面はか粒状を呈していた．横隔膜面を

詳細に検索したが，異所性子宮内膜組織や欠損口，ま

だ炎症性変化などの異常を認めず，滑らかな正常光

沢を呈していた．肺尖部の異常組織を切除し pleural

abrasionを追加して手術を終えた．

手術後，勺胸の再発をみていない．また現時点では

ホルモン剤の投与は行っていない．

摘出標本の組織学的検索で肺胞中隔が，断裂、融合

した肺気腫状の buIlaが証明された（図 2) . 

.. 

Fig. 2. Surgical!、， resectedportion of the right lung showin日 da1日、Lgvdalveolous 

and bleb formation 
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考 察

月経随伴性気胸は1）月経開始時lζ密接に関連して気

胸が反復発症すること2）年齢は30>40歳代lζ多いとと

3）排卵抑制剤によって症状の軽減や再発の予防を得る

胸手術との合併施行例でほ治癒率が良好である ζとは

興味深し仰 いずれにしても，病因lζ応じたより確実

な外科治療方針の確立が望まれる．

まとめ

場合があること4）妊娠中には発京しないこと5）骨盤膝 Catamenial pneumothorax の 1例を報告した本

内子宮内膜症を認める場合があるとと6）右胸腔に発症 例では幸いにも切除部に bulla様の病変を認め術後の

しやすい乙となど特徴ある臨床像を呈する症患である． 再発もなく経過している．本例は組織学的検索から

本症の発症機序として月経時に子宮および卵管から subpleural blebsの破絃によるものと思われ，その原

膜腔内に侵入した空気が横隔膜欠損口を介して胸腔 因として文献的に prostaglandinF2 tromethaminなど

内に入り，気胸を発症させるとする：＼I‘1urer6、らの説 の関与が疑われた．

明が一般的に支持されている．しかし人工気復術によ

って気胸を淀脅しえなかっだりへ hysterectomy後に

も気胸の再発をみる例があり＇＇，異論を唱える立場

も多い. pleuralおよび subpleuralの異所性子宮内

膜によるという説3.4）更には排卵期に体内に出現する

prostagrandin F 2 tromethamineによって肺胞および

肺血管かれん縮を起こし，このため胸膜の破綻を生ぜ

しめるとする立場7に など種々多様な発症機序の説明

がなされている．これは月経随伴性気胸があくまで臨

床診断名である三とを考えればむしろ当然のことであ

り，本症の病態解明が更に進めばI'/'.場ら J) の提案する

ような病因に応じた subgroupd 寸バ~i されていくであ

ろう．

本症に対する手術方法は，横隔膜病変のあるものに

対しては横隔膜の部分切除を行い，肺病変のあるもの

にたいしては肺部分切除が行われている．その他！こ胸

膜癒着術や剥皮術を単独，または上記と組み合わせて

行う方法も提案されている．しかし，いずれの方法で

も再発率が高く手術成績はなお満足すべきものではな

いの． 婦人科的手術も試みられているが，それ単独で

は極めて再発率が高いにも拘わらず，上記のような開
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